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駒込一丁目で新たな弥生時代遺構

　６月に実施した駒込一丁目遺跡の発掘調査で、弥生

時代の溝状遺構が発見されました。弥生時代遺構が発

見された場所は、駒込駅の東南方向、小さな谷を見下

ろす台地縁辺部の緩傾斜地上に位置します。

　発見された溝状遺構は、南東部で直角に折れ曲がっ

て調査区外へと続いています。また、北西部ではこれ

に係る溝状遺構の一部が確認されており、これらが一

連の遺構とすると、どうやら一辺 12 ｍ程（溝幅 70 ～

110 ㎝、深さ 50 ㎝）で、隅の一箇所が橋状に残る方形

区画になりそうです。方形区画であることは想定でき

ましたが、ではいったいどんな施設だったのでしょう

か。この問いに対しては、判断材料に乏しい現段階で

答えを導き出す事は早計であると考えます。今後、付

近の該期集落との関連性、および周辺自治体などの成

果と合わせた、巨視的

な観点から慎重に検討

していく必要がありま

す。　　　 （高木翼郎）

弥生時代後期の溝状遺構（南から撮影）
右上写真が調査前、下が調査後の状況

【写真右】
弥生土器の出土状況。
土器は覆土の上部層から
出土。

【写真左】
弥生時代溝状遺構（コー
ナー部）の調査風景
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兵（つわもの）達が残した遺産としま未来文化財団 文化カレッジ

　当地は近世に津藩藤堂家下屋敷の一角にあたります。

　今回の調査では、非常に大きな遺構の一部が発見さ

れました。確認できた範囲だけでも遺構の幅が優に

10 ｍを超え、深さは３ｍもあります。底面・壁面は

ともに平坦につくられています。壁の一部は崩落が進

んでいましたが、本来の勾配は約 70 度であったこと

がわかりました。限られた範囲でしか調査していない

ため遺構の全容・性格は不明なのですが、覆土中には

焼土塊（建材か）や瓦が大量に含まれていることから、

廃棄土坑として利用され埋没に至ったようです。

　また、大型遺構から東方へ 30 ｍ離れた地点では、

石や瓦片を使用して構築された堅固な建物基礎が１基

見つかっています。矮小な調査範囲ではこの１基しか

見つかりませんでしたが、さらに調査区外へと広がり

をみせることは間違いないでしょう。この遺構の発見

は、石場立ての建造物が存在していたことを窺わせる

とともに、この辺り一帯が建物空間であったことを指

しています。未検出である下屋敷の御殿を探る上では

重要な手掛かり

になりそうです。

　　 （高木翼郎）

　昨年度人気を博した講座「中世の城や館を歩いてみ

よう～東京近郊の中世城館を訪ねて～」が、今年度も、

橋口定志を講師として始まりました。

　城歩きの事前準備として、第１回目（５月 12 日）は、

豊島区立勤労福祉会館において、中世の城館について

の基礎知識や、巡検における注意事項などの説明が行

われました。

　講座第２回

目（６月９日）、

まず訪れたの

は、片
かたくらじょう

倉城址公

園（八王子市）

です。片倉城は、

湯殿川が流れる

小比企丘陵の東

端に位置してい

ま す。15 世 紀

後半～ 16 世紀前半の城とされ、公園内では３つから

成る郭
くるわ

に、土
ど る い

塁や竪
たてぼり

堀などの遺構を見ることができま

す。昨年度の講座でも１番最初に訪れており、中世城

館を学ぶには格好の場所です。激しい雨の降る中でし

たが多くの受講生が講座に参加され、説明を熱心に聴

き入っていました。

　７月 14 日に行

われた第３回目で

は、横浜市都
つ づ き

筑区

の茅
ち

ヶ崎
さき

城に行っ

てきました。茅ヶ

崎城は、７次に渡

る考古学的調査が

行われており、15

世紀後半を中心として構築された中世城館の構造が明

らかになっています。当日は前回から一転、非常に暑

い日でしたが、木々に覆われた城内は意外にも涼しく、

受講生の方々は夢中になって城内を回られていました。

　ちなみに、茅ヶ崎

城は、史跡公園として

きれいに整備されて

おり、遺構の形状や

規模が把握しやすい

ため、城巡り初級編と

しておススメです。

　次は現在放送中、

大河ドラマ「平清

盛」の一場面に登場した 源
みなもとの

義
よしかた

賢の館跡（埼玉県嵐山

町所在）などの巡検報告をする予定です。（榎本邦人）

3m

←石や瓦片を使って堅固に
つくられた建物基礎の一部

→発見された大型遺
構。深さが３ｍもあ
る。

片倉城巡検の様子

茅ヶ崎城：体で感じる遺構の規模

茅ヶ崎城：堀底道での解説
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『掘りおこされた雑司が谷の歴史』展 終了のお知らせ

巣鴨の歴史を再発見！巣鴨地域文化創造館・
区民ひろば清和 主催講座

遺 跡 講 座 の 近 況 報 告としま未来文化財団
文化カレッジ

　６月 16 日、「巣鴨・歴史再発見講座」（豊島区制施行 80 周辺記念事業）

が開催されました。会場である創造館は、今からおよそ 20 年前に巣鴨遺跡

で初めて本格的な発掘調査が実施された場所です。つまり、巣鴨遺跡の発掘

調査発祥の地と言えます。そんなゆかりの地で巣鴨遺跡について講義してき

ました。

　講座では、近世巣鴨町の特に創造館近辺の地域に絞り、考古学研究から見

えてきた町屋（主に巣鴨遺跡西北部）の様相を説明し、町屋遺跡出土の遺物

にも触れてもらいました。講義後、館外

に出て過去に発掘調査した地点を見てま

わる街歩きへ移行。「説明を受けながら

実際に歩いてみると、いつも見ている風

景が少し変わって見えてきて面白い」と、

ある受講生の感想。早速、講義の効果が

出ていたようです。

　巣鴨遺跡ではこれまで 100 件を越え

る発掘調査の実績があり、今回の講座で

は本遺跡のほんの一部を紹介したに過ぎ

ません。今後は、創造館をはじめ地域の方々と連携し、巣鴨の新たな一面や

歴史を再発見していきたいと思います。　　　　　　　　　　　（高木翼郎）

　去る３月 10 日～４月 25 日、雑司が谷まちかど遺跡ミュージア

ム『掘りおこされた雑司が谷の歴史』展を催しました。延べ来場者

数は、花見シーズンも相俟って 839 名（前回 627 名）となりました。

　縄文時代から明治時代まで幅広い時代を取り上げた今回の展示

は、雑司が谷の地下に眠る遺跡を広く知っていただく良い機会とな

りました。非常に意義のある展示であったと思います。

　５月から始まった遺跡講座「としま地域の原始・古代を知ろう」は、７月

7 日で３回目が終了し、残りは９月実施予定のフィールドワークを残すのみ

となりました。

　これまで発見事例が少ないなど、多く語られることがなかった、区内の原

始・古代の遺跡がテーマとあって、30 名を越す方々が受講されました。講

義は、古代以前のとしま地域に思いを馳せる受講生の勉強熱で盛況でした。

　なお、原始・古代編に対して、11 月からは主に江戸時代に焦点を当て、

発掘調査の最新成果を交えた講義を行う予定です。講座の詳細については、

「広報としま」や「財団ニュースみらい」、としま未来文化財団ホームページ

に掲載される予定ですので、是非チェックしてみて下さい。　　（高木翼郎）

↑展示パンフレット（カラー版）はホームページよりご覧になれます。

遺跡の解説を兼ねて街歩き
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「つたのは通信」の由来 ： 蔦は大きな樹ではありませんが、生命力が非常に強い植物です。この蔦の葉が周囲の樹木や　

　建物につたい茂るように、多くの人に遺跡の楽しさ、大切さを知ってもらいたいとの願いを込めて会報の名としました。

　また、染井遺跡を代表する大名屋敷である津藩藤堂家の家紋としても、馴染み深い植物です。

〒 170 - 0002　東京都豊島区巣鴨３- ８- ９　巣鴨複合施設 201 号室

　　    Tel・Fax　03-3915-6962　　　　E-mail　tics389 ＠ a.toshima.ne.jp

　　　 ホームページアドレス：http://www.toshima-iseki.org/
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題字：湯澤和子　　　　　ロゴデザイン：石原幸

イラスト：千葉弘美　　　

関東合戦記

伊禮正雄著

新人物往来社

昭和 49 年初版発行

￥980

茅ヶ崎城中郭の土塁を前に勇み立ち、駆

け上っていた自分がいました。しかし、

矢や石が降り注ぐことを考えると城を攻

【編集後記】

伊
い

禮
れい

正
まさ

雄
お

著 　『 関 東 合 戦 記 』

古城巡りが一段と盛り上がる

書籍紹介

　以前から「面白いんだよ」と聞き及んでいた

本書を、偶々古本市で見かけた。目次を見るや

購入を決意し、読み始めると、血湧き肉踊る面

白さで、これを著した伊禮正雄という人物にも

惹きつけられる、迫力に満ちた一冊であった。

まずは目次である。

「序曲　王ナラズ、王子ナラズ、我ハタヾ……」

「終曲　ぱとうろくろすモマタ死セリ……」　

　序曲は、フランス北東部にあるクシー城とい

う古城の主の家に伝わった家銘に、終曲はトロ

イ戦争に取材した『イリアス』の英雄アキレウ

スの台詞に由来する。

　本題の章ごとのタイトルは例えば次のような

ものだ。

「第五章　有名だからといって真実であるとは

限らないこと（河
かわごえ

越夜
よいくさ

戦）」

「第六章　一度荒城に上れば万里の愁あること

（松山城と杉山城）」

　内容は、関東一円の合戦場、古城址など 9

か所をとりあげ、その戦に関わった人間の（ま

たは人間性の）物語を、伊禮が語るというもの

である。北条、上杉、小田、里見、武田といっ

た武門の人が、家門のため、あるいは意気地の

ために戦った痕跡を伊禮は丹念に取捨して収拾

し、行間を読み、人間性を洞察して力強く記述

する。

　「この書状に脈打っている颯爽たる律動（リ

ズム）には、実に額に刀身を当てて「八幡戦に

勝ったるぞ！」と叫びたい当年五十歳の彼（筆

者註；北
ほうじょううじやす

条氏康）の、少年のような興奮が躍如

として表現されているのである。」（第三章）

　「このとき、彼（筆者註；山内と戦い勝利し

たものの、敵を深追いした扇
おうぎがやつ

谷定
さだまさ

正）は、敵方

にある太
お お た

田資
すけやす

康―彼が殺して終生後悔した股
こ こ う

肱

の臣道
どうかん

灌の嫡子―の姿をふと目にして、その姿

に父の幻を見、思わず手綱を取り落して河原の

上に転落したのではなかろうか。」（第六章）　

　伊禮正雄は、巻末の略歴によれば、大正 11

年沖縄県那覇市に生まれ、哲学・歴史を独修し

た城郭研究家である。生地、生年を見れば戦争

と無縁であったとは思われない。しかし本書で

その体験に触れられることはなく、「あとがき」

において自らを「学究」と説明し、「学問的根

拠を重んじたい」立場にあることを強調する。

中世城郭研究の資料として批判的に読みこむの

も良いが、まずは、一人の「学究」の目を通し

て描かれる戦乱の巷に身を投じてみてはいかが

だろうか。　　　　　　　　　　　（成田涼子）

めるのはなかなかに難しい。

日頃から節電を継続している当会は、今夏も節電を実

施。節電目標は20％！酷暑にならないことを祈る。（翼）


